
し う んなゅ

議会だより

議員研修会で手話を学びました!議員研修会で手話を学びました!
　昨年9月定例会で「手話はいのち！周南市手話言語条例」

が制定されました。１１月１１日の議員研修会で周南市聴覚

障害者協会の塚原辰彦会長を講師に招き、手話の歴史や必要

性について説明していただき、挨拶や自己紹介の手話を学び

ました。
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・臨時会、定例会の概要 ２

・議案の議決結果 4

・一般質問 5
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会長　塚原辰彦さん
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臨時会・定例会 の概要臨時会・定例会 の概要
　
本
議
案
は
一
般
奨
学
金
及
び
定
住
促

進
奨
学
金
の
額
を
選
択
制
に
す
る
こ
と

等
に
伴
い
、
所
要
の
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

問　
定
住
促
進
奨
学
金
は
、
奨
学
金
の

額
が
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　
こ
れ
ま
で
定
住
促
進
奨
学
金
の
額

は
１
万
円
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た

び
の
改
正
は
、
利
用
者
が
１
万
円
と
２

万
円
の
ど
ち
ら
か
の
金
額
か
ら
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
卒
業

後
、３
年
間
市
内
に
定
住
さ
れ
た
場
合
、

こ
の
奨
学
金
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問　
定
住
促
進
奨
学
金
の
申
請
に
つ
い

て
、
人
数
制
限
は
設
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
利
用
者
数
の
推
移
は
。

答　
特
に
人
数
制
限
は
設
け
て
い
な
い

の
で
、
審
査
を
通
過
す
れ
ば
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
。
平
成
３０
年
度
に
こ
の
制

度
が
で
き
、
３０
年
度
に
４
名
、
令
和
元

年
度
に
５
名
、
本
年
度
に
６
名
の
利
用

が
あ
っ
た
。

　
本
議
案
は
、
永
源
山
公
園
の
指
定
管

理
者
を
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
３１
日
ま
で
の
５
年
間
、グ
リ
ー

ン
環
境
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
共
同
事

業
体
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

問　

現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
グ

　
ふ
る
さ
と
周
南
応
援
寄
附
金
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
返
礼
品
の

発
送
な
ど
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、

９
２
２
万
６
０
０
０
円
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
の
増
加
、

返
礼
品
に
よ
る
市
内
業
者
の
活
性
化
及

び
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、よ
り
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
令
和
２
年
１１
月
に
、
新
た
に
４
つ

の
寄
附
受
付
サ
イ
ト
を
増
設
し
た
。
ふ

　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
異
常
発
生
の
被

害
に
よ
る
農
業
者
の
生
産
意
欲
減
退
を

防
ぎ
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
予
防
に
向

け
た
稲
作
継
続
支
援
に
つ
い
て
、
３
０

２
３
万
円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

問　
補
助
制
度
の
概
要
は
。

答　
次
期
作
に
向
け
た
種
苗
等
購
入
経

費
に
対
す
る
県
の
補
助
制
度
へ
の
間
接

補
助
と
、
購
入
単
価
の
高
い
苗
に
つ
い

て
本
市
独
自
の
上
乗
せ
補
助
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

　
県
の
補
助
制
度
は
、
Ｊ
Ａ
で
令
和
３

年
２
月
ま
で
に
注
文
さ
れ
た
も
の
を
対

象
と
し
て
お
り
、
種
を
購
入
さ
れ
る
農

家
に
対
し
て
は
、
１０
ア
ー
ル
の
植
え
付

け
に
必
要
な
経
費
約
１
３
２
０
円
に
つ

い
て
、
県
か
ら
は
６
分
の
３
に
当
た
る

６
６
０
円
、
市
か
ら
は
６
分
の
２
に
当

　
本
議
案
は
、
徳
山
駅
前
駐
車
場
・
熊

毛
イ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
・
徳
山
駅
西
駐

車
場
の
３
施
設
の
指
定
管
理
者
を
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３１

日
ま
で
の
２
年
間
、
ト
ラ
ス
ト
パ
ー
ク

株
式
会
社
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

問　
指
定
管
理
料
は
幾
ら
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答　
駐
車
料
金
が
指
定
管
理
者
に
入
る

利
用
料
金
制
を
採
用
し
、
指
定
管
理
者

は
利
用
料
金
内
で
管
理
運
営
を
行
う
た

め
、
市
か
ら
の
指
定
管
理
料
は
発
生
し

な
い
。
そ
の
上
で
、
利
用
料
金
で
管
理

問　
他
の
奨
学
金
と
併
用
で
き
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
奨
学
金
の
額
は
、
学
生

に
と
っ
て
十
分
な
金
額
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
金
額
と
し
て
は
、
県
内
他
市
と
比

較
し
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。実
際
、

奨
学
金
を
受
け
て
い
る
方
に
伺
う
と
、

た
く
さ
ん
借
り
た
い
気
持
ち
も
あ
る
が
、

後
々
の
償
還
が
心
配
で
あ
る
と
い
う
声

を
多
く
聞
く
の
で
、
単
に
奨
学
金
の
額

を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
償
還
の
必
要

が
な
い
修
学
支
援
奨
学
金
と
、
実
質
的

な
給
付
型
の
定
住
促
進
奨
学
金
を
平
成

３０
年
に
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
改
正
は
、
一
般
奨
学
金

及
び
定
住
促
進
奨
学
金
の
金
額
を
利
用

者
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
等

で
あ
り
、
よ
り
利
用
者
の
生
活
に
合
っ

た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

リ
ー
ン
環
境
協
同
組
合
と
、
シ
ン
コ
ー

ス
ポ
ー
ツ
中
国
株
式
会
社
が
共
同
事
業

体
を
組
ん
だ
と
の
こ
と
だ
が
、
共
同
事

業
体
を
組
ん
だ
理
由
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答　
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
永
源
山

公
園
で
こ
れ
ま
で
も
プ
ー
ル
の
み
管
理

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
。同
社
が
長
年
、

る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
昨
年
度
同
月

に
比
べ
て
１
５
７
％
に
増
加
し
て
お
り
、

本
事
業
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
本
市
を
発
信
す

る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

次
年
度
も
市
内
業
者
に
も
っ
と
多
く
参

加
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
し
っ
か
り

Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
賛
成
多
数
で
可
決

た
る
４
４
０
円
の
合
計
１
１
０
０
円
を

補
助
す
る
。
ま
た
、
苗
を
購
入
さ
れ
る

農
家
に
対
し
て
は
、
１０
ア
ー
ル
の
植
え

付
け
に
必
要
な
経
費
約
１
万
２
０
０
０

円
に
つ
い
て
、
県
及
び
市
か
ら
種
購
入

に
対
す
る
補
助
と
同
額
の
１
１
０
０
円

を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
苗
購
入
経
費

の
６
分
の
２
に
当
た
る
金
額
に
不
足
す

る
２
９
０
０
円
を
本
市
独
自
に
上
乗
せ

し
た
、
合
計
４
０
０
０
円
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
県
の
補
助
対
象
外
で
あ
る
種

苗
の
購
入
、
注
文
分
に
つ
い
て
も
、
農

家
の
自
己
負
担
額
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、

市
単
独
で
補
助
す
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

運
営
し
た
余
剰
金
を
市
に
納
付
金
と
し

て
入
れ
て
い
た
だ
く
。

問　
徳
山
駅
西
駐
車
場
は
か
な
り
の
駐

車
料
金
収
入
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

市
直
営
の
ま
ま
運
営
し
て
は
ど
う
か
。

直
営
と
指
定
管
理
の
場
合
の
比
較
は
し

て
い
る
の
か
。

答　
直
営
・
指
定
管
理
の
い
ず
れ
の
場

合
も
人
件
費
は
か
か
る
こ
と
な
ど
を
勘

案
し
、
３
件
の
駐
車
場
に
つ
い
て
、
市

へ
納
付
金
を
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

踏
ま
え
て
指
定
管
理
に
す
る
と
、
１
年

間
当
た
り
約
１
９
０
万
円
の
効
果
額
が

出
る
と
考
え
て
い
る
。

　
３
件
と
も
指
定
管
理
に
す
る
こ
と
で

周
南
市
奨
学
金
貸
付
制
度
の
拡
充

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１２
号
）

頑
張
る
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
費
　
増
額

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１３
号
）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
被
害
対
策
事
業
費

可決
（全会一致）

可決
（賛成多数）

可決
（全会一致）

奨学金制度

徳山駅前駐車場 ふるさと納税

永源山公園

　第９回臨時会を11月27日に開催し、新型コロナウイル
ス対策費の補正予算等の議案を審議しました。
　第10回定例会を12月１日から12月18日までの18日間
開催し、一般会計補正予算、条例の一部改正、指定管理者
の指定等の市長提出議案26件を審議しました。

12月定例会

12月定例会12月定例会

指
定
管
理
者
の
指
定（
永
源
山
公
園
）

可決
（全会一致）

12月定例会

体
育
施
設
の
維
持
管
理
を
全
国
的
に

行
っ
て
い
る
面
を
生
か
し
、
プ
ー
ル
だ

け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す

る
な
ど
、
１
年
間
を
通
じ
て
運
営
に
携

わ
り
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
て
た
い
と

の
提
案
を
頂
い
て
い
る
。

問　
永
源
山
公
園
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
指
定
管
理
者
の
連
携

は
あ
る
の
か
。

答　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー

の
募
集
要
項
に
、
指
定
管
理
者
と
も
調

整
し
な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し

て
お
り
、
維
持
管
理
に
支
障
が
な
い
よ

う
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー

の
意
向
も
取
り
入
れ
、
お
互
い
連
携
し

な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定

（
周
南
市
営
徳
山
駅
前
駐
車
場
等
）

可決
（全会一致）

12月定例会

効
率
的
な
管
理
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
今
ま
で

直
営
で
行
っ
て
い
た
部
分
の
業
務
や
人

員
配
置
に
余
裕
が
で
き
る
の
で
、
他
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
て
た
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決
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議案の議決結果

議案の議決結果

11月臨時会

12月定例会

全会一致で可決
補正予算

条例改正など

・一般会計補正予算（第11号）、国民健康保険鹿野診療所特別会計補正予算（第1号）

議会報告：定期監査結果、令和2年度（令和元年度対象）教育委員会点検・評価報告書の提出、例月現金出納検査の結果

書類提出：大津島巡航株式会社の経営状況
議会報告：定期監査結果

《条例の一部改正》
・一般職の職員の給与に関する条例、市長等の給与に関する条例、
　市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

賛成多数で可決
・一般会計補正予算（第12号）、公有水面の埋立ての承認

・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）、国民健康保険鹿野診療所特別会計補正予算（第2号）、後期高齢者医療
　特別会計補正予算（第2号）、介護保険特別会計補正予算（第2号）、地方卸売市場事業特別会計補正予算（第2号）、
　一般会計補正予算（第13号）、一般会計補正予算（第14号）

《その他》
・指定管理者の指定（体験交流施設大津島海の郷、文化会館、美術博物館、郷土美術資料館、長野山緑地等使用施設、
　鹿野地域資源活用総合交流促進施設等、政所駐車場、市営徳山駅前駐車場等、永源山公園）、訴えの提起（2件）

全会一致で可決
補正予算

条例改正など
《条例の一部改正》
・行政財産の目的外使用に係る使用料条例等、市立幼稚園条例、国民健康保険条例、道路の構造の技術的基準等を
　定める条例、火災予防条例、奨学金貸付等基金条例

４

一 般 質 問

一 般 質 問一 般 質 問Ｑ A

問　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
国
は
所
得
や
年
齢
要
件
の

緩
和
、
交
付
額
を
引
き
上
げ
る
方

針
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
む
よ

う
、県
へ
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答　
国
は
要
件
緩
和
を
示
し
た
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
県
内
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
は
２
市
１
町
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
補
助
対
象
が
限

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業

効
果
や
財
政
負
担
の
検
証
が
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
結
婚
に
伴
う
経
済
的

支
援
の
効
果
的
な
手
法
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て

●
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

子
育
て
の
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
目
指
す
た
め
に
は

公
明
党遠

藤
　
伸
一

問　
救
命
救
急
に
協
力
的
な
企
業

や
団
体
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
普
及
推
進
し
、

多
く
の
方
が
救
命
救
急
講
習
を
受

講
す
る
こ
と
は
、
広
く
市
民
に
向

け
て
の
危
機
意
識
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
現
在
、
本
市
の
１
４
０
施
設

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
。

　
民
間
施
設
等
に
お
け
る
設
置
状

況
の
把
握
は
困
難
だ
が
、
医
療
機

関
や
福
祉
施
設
な
ど
、
約
１
２
０

カ
所
の
設
置
を
把
握
し
て
い
る
。

効
果
的
な
配
備
及
び
設
置
場
所
の

周
知
を
進
め
て
、
必
要
な
と
き
に

速
や
か
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
適
切
な
配
備
に
努

め
る
。
ま
た
、
民
間
施
設
等
に
も

協
力
を
頂
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
情

報
の
周
知
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
小
中
学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ

　
ー
対
策
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
さ
ら
な
る
普
及
で

市
民
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を

公
明
党小

池
　
一
正

問　
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
維
持

管
理
に
必
要
な
コ
ス
ト
は
。

答　
令
和
元
年
度
決
算
で
約
2
0

0
0
万
円
で
あ
る
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学
校
が
自

前
の
プ
ー
ル
を
維
持
管
理
し
て
い

く
こ
と
は
不
経
済
で
あ
る
。
水
泳

授
業
の
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
へ
の
委
託
や
プ
ー
ル
の
統
廃
合
、

市
営
プ
ー
ル
の
活
用
な
ど
、
今
後

の
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
運
営
上
や
コ
ス
ト
面
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
民
間
施
設
の
活
用

や
周
南
緑
地
に
新
設
さ
れ
る
計
画

の
水
泳
場
の
利
活
用
も
含
め
、
学

校
プ
ー
ル
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
生
ご
み
処
理
機
器
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
在
り
方

に
つ
い
て

ア
ク
テ
ィ
ブ

山
本
　
真
吾

インターネット
議会中継

※令和2年第10回定例会では、新型コロナウイルス感染症対策に考慮し、

　質問時間を「1人60分」から「1人40分」に短縮して行いました。
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問　
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催

す
る
上
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
明
確
な
指
針
が

示
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
責
任

あ
る
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
に
関
す
る
判
断
指
針
を
示

し
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
等
に

開
催
の
判
断
を
し
て
い
た
だ
く
。

　
参
加
者
の
人
数
制
限
を
は
じ
め
、

手
指
消
毒
の
実
施
や
マ
ス
ク
の
着

用
等
、
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策

を
徹
底
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と

を
強
く
お
願
い
し
て
い
る
。

　
今
後
も
感
染
状
況
に
応
じ
、
判

断
指
針
を
見
直
す
。
ま
た
、
開
催

す
る
際
は
指
針
を
遵
守
し
、
感
染

予
防
の
徹
底
を
主
催
者
と
協
議
し

て
い
る
。

問　
６
月
定
例
会
で
人
口
減
少
対

策
に
資
す
る
と
の
思
い
で
提
案
、

質
問
し
、
９
月
定
例
会
で
も
所
得

制
限
額
の
見
直
し
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
恒

常
的
財
政
負
担
を
伴
う
が
、
人
口

減
少
対
策
や
少
子
化
対
策
に
も
寄

与
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続

的
か
つ
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
。

問　
終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
医

療
費
の
無
料
化
に
は
恒
常
的
な
予

算
が
か
か
る
が
、
所
得
制
限
の
見

直
し
を
お
願
い
で
き
な
い
か
。

答　
新
年
度
予
算
の
編
成
の
中
で

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
和
田
中
学
校
の
統
合
の
経
緯
と

統
合
後
の
対
策
に
つ
い
て

問　
子
供
の
貧
困
対
策
推
進
計
画

の
取
り
組
み
状
況
と
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
活
動
の
実
情
と
配
置

拡
充
に
つ
い
て
の
方
針
は
ど
う
か
。

答　
「
子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ

ポ
ー
ト
推
進
本
部
」
を
設
置
し
て

お
り
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
る

子
供
た
ち
や
家
庭
へ
の
効
果
的
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
生
活
不

安
を
取
り
除
く
、
心
理
や
福
祉
の

専
門
家
に
よ
る
献
身
的
な
支
援
は

様
々
な
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
国
に
お
い
て
計
画
さ
れ

て
い
る
専
門
家
配
置
拡
充
等
の
動

向
も
注
視
し
な
が
ら
児
童
生
徒
等

の
支
援
に
し
っ
か
り
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
公
共
施

設
の
在
り
方
及
び
災
害
警
戒
区
域
で
の

公
共
施
設
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

●
地
域
創
発
事
業「
夢
プ
ラ
ン
策
定
・

実
現
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
判
断
指
針
は

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に
つ

い
て

六
合
会佐

々
木
照
彦

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

友
田
　
秀
明

問　
現
在
、
中
学
３
年
生
ま
で
が

対
象
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

だ
が
、
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
県
内
19
の
市
町
の
う
ち
、

小
学
６
年
生
ま
で
所
得
制
限
な
し

で
助
成
し
て
い
る
市
町
が
12
あ
る
。

本
市
も
小
学
６
年
生
ま
で
は
所
得

制
限
を
撤
廃
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
小
学
６
年
生
ま
で
の
所
得
制

限
撤
廃
だ
け
で
、
年
間
１
億
２
０

０
０
万
円
程
度
の
財
源
を
恒
常
的

に
要
す
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
が
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
だ
け
で

な
く
、
人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

充
実
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
新
年
度
予
算
編
成
の
過

程
で
具
体
的
に
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
を

公
明
党金

子
　
優
子

問　
各
小
中
学
校
に
配
当
さ
れ
る

予
算
の
配
当
基
準
は
。
ま
た
、
配

当
予
算
額
は
十
分
な
の
か
。

答　
小
中
学
校
に
配
当
す
る
予
算

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
の
目
的
に

応
じ
て
、
学
校
ご
と
へ
の
一
律
配

当
に
加
え
、
学
級
数
や
児
童
生
徒

数
な
ど
、
学
校
規
模
を
勘
案
し
て

配
当
し
て
い
る
。
学
校
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
必
要
な
予

算
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
教
育
課
程
の
変
わ
り
目
に
は
、

教
育
予
算
の
増
額
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
小
学
校
と
同
様
の
措
置
を
中

学
校
で
も
行
い
た
い
。
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
の
予
算
の
中
で
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
へ
の

　
　
　
　
教
育
予
算
に
つ
い
て

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

田
中
　
　
昭

問　
次
期
障
害
（
児
）
福
祉
計
画

で
は
、
障
害
者
の
地
域
居
住
の
場

と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新
規

開
設
な
ど
、
地
域
生
活
支
援
拠
点

の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
軽
度
の
方
へ
向
け
た

取
り
組
み
と
と
も
に
、
今
後
は
重

度
の
方
に
も
、
周
南
圏
域
で
の
入

所
を
念
頭
に
置
い
た
生
活
を
い
ざ

な
う
方
向
で
施
策
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
今
後
も
障
害
福
祉
の
充
実
に

向
け
、
関
係
す
る
市
町
や
事
業
所

と
連
携
を
図
る
。
引
き
続
き
国
・

県
に
対
し
、
重
度
の
障
害
者
も
含

め
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
支
援
体
制
の
構
築
に
向

け
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

全
て
の
障
害
者
が
地
域
で
生
き

て
い
け
る
よ
う
に

ア
ク
テ
ィ
ブ

岩
田
　
淳
司

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ
ポ
ー

ト
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

小
林
　
雄
二

問　
身
近
な
医
療
機
関
で
の
診
察

や
検
査
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有

し
て
お
ら
れ
る
方
、
さ
ら
に
本
市

独
自
の
施
策
と
し
て
、
妊
婦
の
配

偶
者
や
家
族
な
ど
を
対
象
と
し
た

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
整
備
し
、
令

和
３
年
１
月
中
旬
の
運
用
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
補

助
対
象
と
な
ら
な
い
方
で
も
自
費

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
新
南
陽
市
民
病
院
で
検
査

体
制
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
当

初
と
比
較
し
て
も
大
幅
に
充
実
し

て
き
て
お
り
、
市
民
の
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

●
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

●
予
防
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
医
療
体
制
に
つ
い
て

公
明
党江

﨑
加
代
子

問　
防
犯
灯
は
夜
間
に
お
け
る
市

民
の
安
全
な
通
行
と
犯
罪
抑
止
を

図
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
上
で
、
公
共
性
の

高
い
防
犯
灯
の
設
置
や
更
新
は
市

が
管
理
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
他
市
で
は
で
き
て
、
本
市

で
は
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
防
犯
灯
の
設
置
及
び
更
新
は

地
域
の
安
全
点
検
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
地
域
の
自
主
的
、
主

体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
も
、
防
犯
活
動
の
一
環
と

し
て
自
治
会
で
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
他
市
の
取
り
組
み
は

リ
ー
ス
契
約
等
で
あ
り
、
詳
細
を

確
認
し
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
公
共
施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
い
て

●
手
話
は
い
の
ち
！
周
南
市
手
話

言
語
条
例
に
つ
い
て

自
治
会
が
設
置
管
理
す
る

　
　
　
　
　
防
犯
灯
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

篠
田
裕
二
郎
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問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
・
医
療

従
事
者
・
そ
の
家
族
等
に
対
す
る

差
別
・
中
傷
等
を
禁
止
す
る
条
例

を
制
定
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
罰
則
等
の
制
裁

を
定
め
な
い
理
念
条
例
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
偏
見
に

基
づ
く
誹
謗
を
繰
り
返
す
よ
う
な

者
を
制
裁
な
し
で
抑
止
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
正
義
の
観
念
に
も
反

す
る
。
た
だ
、
刑
罰
を
定
め
る
に

は
検
察
協
議
を
要
す
る
の
で
、
ま

ず
は
悪
質
な
違
反
者
の
氏
名
を
公

表
す
る
等
の
制
裁
を
定
め
た
コ
ロ

ナ
差
別
禁
止
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
国

等
の
動
向
を
見
て
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
超
高
齢
化
で
問
題
が
深
刻
化
す
る

「
無
歯
科
医
地
区
」へ
の
対
応
を

実
効
性
の
あ
る
制
裁
付
き
の
コ

ロ
ナ
差
別
禁
止
条
例
の
制
定
を

ア
ク
テ
ィ
ブ

藤
井
　
康
弘

問　
ゼ
ロ
、
１
、
２
歳
児
に
お
い

て
、
共
働
き
で
な
い
家
庭
で
あ
っ

て
も
保
育
所
等
を
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
一
時
的
に
家
庭
で
保
育
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
児
童
を
保

育
す
る
、
一
時
預
か
り
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
道
高
瀬
熊
坂
線
の
道
路
拡
幅

　
に
つ
い
て

ゼ
ロ
、
１
、
２
歳
児
に
つ
い
て

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

吉
安
　
新
太

衣
川
に
流
入
す
る
残
存
油
の
対

策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

魚
永
　
智
行

問　
原
因
究
明
と
残
存
油
の
回
収

や
処
理
等
に
係
る
経
費
を
負
担
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
と
協
議
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
国
と
は
周
南
緑
地
の
無
償
貸

与
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
契
約

の
更
新
時
に
油
の
流
出
及
び
対
応

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

今
後
も
国
と
情
報
共
有
し
て
い
く
。

問　
残
存
油
の
回
収
場
所
の
改
善

と
下
流
域
へ
の
拡
散
を
防
ぐ
方
法

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
手
す
り
や
ス
テ
ッ
プ
を
設
置

す
る
な
ど
、
安
全
に
効
率
よ
く
作

業
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
下
流
域
へ
の
拡
散
が
抑
え
ら
れ

る
よ
う
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
交
換

や
増
設
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
徳
山
大
学
公
立
化
に
つ
い
て

●
長
期
未
利
用
土
地
の
現
状
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

●
本
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
南
陽
総
合
支
所
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

六
合
会福

田
　
文
治

問　
学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
に
命
名

権
を
活
用
し
て
、
そ
の
対
価
を
金

銭
に
限
ら
ず
、
か
ね
て
よ
り
要
望

が
多
い
施
設
内
交
流
ア
リ
ー
ナ
へ

の
空
調
設
備
の
整
備
を
要
件
に
入

れ
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー

ト
ナ
ー
の
募
集
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
空
調
の
整
備
に
は
非
常
に
多

額
の
予
算
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
全
て
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
対
価
と
す
る
こ
と
に
は
多
少
の

課
題
が
あ
る
が
、
市
民
や
事
業
者

の
方
々
、
多
く
の
方
々
の
支
援
に

よ
っ
て
施
設
の
魅
力
を
よ
り
高
め

る
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
。
空
調

設
備
の
整
備
の
検
討
に
併
せ
て
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ

い
て
、し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
学
校
の
「
当
た
り
前
」
を
見
直

す
こ
と
に
つ
い
て

問　
整
備
場
所
を
現
在
地
に
求
め

る
住
民
の
署
名
活
動
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
の
か
。

答　
鹿
野
地
域
の
将
来
を
思
い
、

強
い
考
え
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
住
民

の
意
見
と
し
て
重
く
受
け
止
め
る
。

問　
現
在
地
に
整
備
し
て
不
都
合

が
あ
る
の
か
。

答　
現
在
地
に
不
都
合
は
な
い
。

街
並
み
を
形
成
し
た
中
心
に
あ
る

こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
年
（
令
和
２
年
）
中
に
整

備
場
所
を
決
定
す
る
の
か
。
今
後

の
対
応
は
。

答　
整
備
地
の
方
向
性
を
年
内
を

目
途
に
決
定
す
る
。
方
針
が
決
ま

れ
ば
、
改
め
て
案
内
し
、
説
明
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
文
書
管
理
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
消
耗
品
の
仕
様
に
つ
い

て

問　
住
民
説
明
会
で
旧
新
南
陽
市

の
歩
み
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
と
い
う
具
体
的
な
要
望
が

あ
っ
た
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
新
南
陽
市
時
代
３２
年
間
の
歴

史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
考
え
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
基
本
設
計
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

問　
早
期
完
成
を
望
む
意
見
が
多

か
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

答　
現
在
、
庁
内
に
お
い
て
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
し
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
早
期
完
成
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
財
政
運

営
に
つ
い
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
生
か
し

た
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
周
南

福
田
吏
江
子

鹿
野
総
合
支
所
の
整
備
場
所
は

現
在
地
に
決
定
す
べ
き

自
由
民
主
党
周
南

古
谷
　
幸
男

問　
現
在
の
陸
上
競
技
場
は
土
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
た
め
公
認
で
な
く
、

１
０
０
分
の
１
秒
を
競
う
陸
上
競

技
場
機
能
を
全
く
果
た
し
て
い
な

い
ま
ま
、
何
十
年
も
こ
の
状
態
で

あ
る
。
平
成
25
年
に
大
枠
が
決
ま

り
７
年
以
上
経
つ
も
、
ス
タ
ー
ト

す
ら
切
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

一
日
も
早
い
全
天
候
型
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
施
設
の
完
成
を
望
む
が
、
早

期
実
現
へ
の
道
筋
は
あ
る
の
か
。

答　
早
期
に
施
設
整
備
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
導
入
の
計
画
的
実
施

と
、
施
設
整
備
に
必
要
な
国
の
補

助
金
、
交
付
金
の
計
画
的
確
保
に

よ
り
、
可
能
な
限
り
早
期
に
整
備

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
徳
山
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

●
体
験
型
防
災
活
動
に
つ
い
て

周
南
緑
地
体
育
施
設
等
の

　
　
　
　
早
期
改
修
に
つ
い
て

ア
ク
テ
ィ
ブ

細
田
　
憲
司

問　
市
が
考
え
て
い
る
３
カ
所
に

つ
い
て
、
住
民
に
検
討
し
て
も
ら

う
た
め
の
資
料
は
説
明
会
に
参
加

さ
れ
た
３
２
２
人
以
外
の
住
民
に

配
布
さ
れ
な
い
ま
ま
、
説
明
会
の

感
想
等
集
計
結
果
報
告
書
は
全
世

帯
に
配
布
さ
れ
た
。
市
長
が
言
わ

れ
る
市
民
の
声
を
聞
く
行
政
の
や

り
方
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

答　
説
明
会
で
配
布
し
た
資
料
は

総
合
支
所
や
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の
に

備
え
付
け
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問　
将
来
に
責
任
が
持
て
る
よ
う
、

住
民
の
意
向
を
尊
重
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

答　
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
協

議
を
行
い
、
方
針
決
定
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
６０
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

●
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

●
八
代
と
須
々
万
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

鹿
野
総
合
支
所
の
整
備

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

渡
辺
　
君
枝
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環境建設委員会 バス・タクシーの運賃助成の実証実験について
　10月29日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　都市整備部　公共交通対策課の説明（要旨）◆
　市街地周辺部で交通不便地域が増加する中、交通不便地域に住む、自身の移動手段を持たない高齢者の移動手段の確
保が喫緊の課題となっていることから、移動支援策として、バス・タクシーの運賃助成の実証実験を行う。
　対象地区の選定に当たっては、市街地縁辺部で高齢化率、公共交通の状況、市全体のバランスも考慮し、東部・西部・
南部地区から1地区ずつとし、三丘地区、湯野地区、鼓南地区としたい。対象者は、対象地区在住の「75歳以上の方」
及び「65歳以上の運転免許証をお持ちでない方」で、実施期間は、令和2年12月21日から令和3年3月31日までを考
えている。
　運賃助成は、1枚200円のバス・タクシー共通助成券により行い、申請のあった方1人につき3カ月相当分として12
枚渡す。利用方法は、路線バスでは1乗車につき1枚使用できる。タクシーでは、運賃初乗りから999円までは1枚、1,000
円から1,999円までは2枚、以降、運賃が1,000円超えるごとに1枚ずつ追加して使用できる。
問　これまでの説明で、今年度は実証運行、来年度はエ
リアを拡大、令和4年度に本格運行予定とあったが、
実証期間は今年度末までである。検証結果を来年度
に反映できるか。

答　考えの一つとして、実証内容をベースとした
令和3年度への展開があるため、大幅な変更
は想定していないが、令和3年度当初に分析
して、予算の範囲内でより使いやすい制度の
構築を考えることは十分可能と考えている。

バス・タクシー
の運賃助成

企画総務委員会 周南緑地の体育施設整備等について
　11月２日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　地域振興部　文化スポーツ課の説明（要旨）◆
　体育施設等手法検討調査業務の結果について、ＰＦＩ方式で実施した場合、従来方式と比べて平均1億9,000万円程度
の財政負担削減効果が見込まれる。
　今年度、国庫補助金の採択が困難となったこと、新型コロナウイルスへの対応が必要となったことなどから、アドバ
イザリー事業を令和4年度まで実施するよう方針転換したため、ＰＦＩ事業の開始は、早くても令和5年度からとなる。
　新設のプールについては、屋外プールでの整備を想定していたが、屋内温水プールの整備に切り替えるよう、アドバ
イザリー業務の中で検討していく。
　屋内温水プールを整備した場合、近隣の学校プールとの共用化の実現に向けた可能性について、教育部と協議・検討
を進める。

裏面に続く

問　地方創生推進交付金が見込めなくなったとのことであ
るが、次年度以降に受けられる可能性は全くないのか。

答　アドバイザリー業務の中ではＫＰＩの増加が見込めない
ため、見送られる可能性が高い。

問　設計・建設期間プラス15年で、事業を完結させる意
向ということでいいか。

答　15年が20年に延びるかもしれないが、アドバイザ
リー業者が設定した期間内で終わらせる考え方である。

教育福祉委員会 和田中学校の今後の在り方について
　10月29日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　教育部　教育政策課の説明（要旨）◆
　和田小学校の児童数については、平成16年の97人から16年間で約7割減少の33人に、和田中学校の生徒数は、平成
16年の42人から16年間で約8割減少の9人となっており、著しく減少の傾向にある。
　今後、児童生徒数がさらに減少していくことや、来年度の中学校が男子生徒のみになることなどに対する不安の声が
聞こえてきたことから、保護者および地域の皆様との協議・懇談会を令和元年度に4回行った。
　その後のアンケート調査や個別懇談会の結果、統合先として富田中学校と桜田中学校が挙がったが、保護者や地域住
民の合意の下、和田地区は令和3年4月から富田中学校区となることが決定した。
　今後は、教育委員会として決定した基本方針を、保護者・地域にお伝えし、これからの統合に向けた調整・準備を速
やかに行うとともに、何よりも和田の子どもたち・保護者に寄り添いながら丁寧に進めていきたいと考えている。
問　統合するに当たってどのような支援策を考えているのか。
答　スクールバスによる通学支援や、現在和田中学校にい
る教員を富田中学校に配属できるよう検討している。

　　また、和田から通学する生徒については、なるべく複
数人が同じクラスになるよう配慮したいと考えている。

問　和田から通う生徒には富田中学校の制服を新しく購入
してもらうのか。支給等することはできないのか。

答　これから協議を進めていくが、基本的に現在使ってい
るものが使えるというのが大前提である。教材につい

富田中学校和田中学校

ても、1・2年生で既に購入して
いるものがあるので、現在学校と
調整をしている。支給等について、
確定的なことは言えないが、そう
いった配慮も必要だと考えている。

環境建設委員会 今年度の野犬対策の取り組み状況について
　10月29日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　環境生活部　環境政策課の説明（要旨）◆
　今年度の新たな取り組みであるしゅうなん通報アプリの活用では、野犬情報の通報機能を追加した9月から10月24
日までの間のダウンロード数は1,063件増加し、累計ダウンロード数は3,778件となり、野犬に関する情報は10月24
日までに454件寄せられた。情報は周南環境保健所と共有し対策に活用しており、「既に対応済み」が98件、「捕獲お
りを設置」が31件、「捕獲おりの設置を検討」が31件、「現地パトロールを実施」が151件で、その他が143件となっ
ている。また、今年度6月から大迫田共同墓地の夜間入場を禁止している。
　むやみな餌やり禁止パトロールは、範囲を広げ、日中に93回、夜間に26回実施し、餌やり注意や餌の回収を行った。
　野犬がすみにくい環境づくりを目的とした草刈りは、第1期で周南緑地・野球場南側を約900平方メートル実施し、
第2期として大迫田墓地・南東側のり面約1,000平方メートルを予定している。
　10月17日に野犬対策キャンペーンを実施し、地域の方々など、合計85名の参加を頂き、啓発チラシを配布し、餌や
り禁止等を呼びかけた。
　9月2日に開催された、周南地域の野犬問題に関する連絡協議会（第6回会議）では、各関係機関が本協議会発足後の

市
の
財
政
負
担
の
な
い
徳
山
大

学
公
立
化
は
現
実
的
か

日
本
共
産
党

中
村
富
美
子

問　
徳
山
大
学
は
本
市
の
財
政
負

担
が
な
い
公
立
化
を
進
め
る
と
言

わ
れ
る
が
、
ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ

ト
事
業
を
含
め
て
現
実
的
か
。

答　
公
立
化
後
の
１０
年
間
の
運
営

に
係
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
中
長
期
的
施
設
設
備
の
整
備
に

係
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。

問　
財
政
負
担
の
な
い
こ
と
は
現

実
的
か
と
の
質
問
に
対
す
る
答
弁

が
な
い
。

答　
経
常
経
費
は
交
付
税
を
原
資

と
し
た
運
営
交
付
金
お
よ
び
授
業

料
で
、
校
舎
等
の
整
備
は
現
在
の

保
有
資
産
で
対
応
可
能
で
あ
り
、

新
た
な
住
民
負
担
増
は
生
じ
な
い

も
の
と
す
る
大
学
側
の
想
定
は
妥

当
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
温
田
排
水
機
場
の
稼
働
に
つ
い
て

●
市
長
の
議
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
駅
前
再
開
発
の
進
捗
は
。

答　
１１
月
末
の
権
利
変
換
計
画
の

県
知
事
認
可
が
困
難
と
な
っ
た
。

問　
中
活
協
Ｐ
Ｔ
※
か
ら
公
的
部

分
改
善
の
提
言
が
あ
っ
た
が
、
市

民
ホ
ー
ル
や
徳
山
大
学
誘
致
の
考

え
は
。

答　
市
と
し
て
非
常
に
限
定
的
な

も
の
に
な
る
と
思
う
が
、
可
能
な

範
囲
の
改
善
を
要
請
し
た
い
。

問　
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の
活
用
は
。

答　
２
０
２
５
年
を
目
標
に
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
・
防
災
拠
点
・
あ
ら

ゆ
る
世
代
活
躍
の
地
域
セ
ン
タ
ー

と
す
る
。

問　

全
国
の
女
性
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て「
東
洋
の
メ
ル
ケ
ル
」

を
目
指
し
て
は
い
か
が
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
力
を

結
集
し
て
新
時
代
を
創
っ
て
い
く
。

※
中
活
協
P
T
…
市
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム

立
ち
往
生
の
駅
前
開
発
〜
周
南

市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
問
う

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

島
津
　
幸
男

しゅうなん
通報アプリ

野犬の現状
と取り組み

問　しゅうなん通報アプリの対応結果「既に対応済み」とは、具体的にどういうことか。
答　これまでに頂いていた電話やメールでの情報により、既におりの設置や子犬の捕獲等の対応をし
ているものを分類し、集計した。

令和元年8月から令和2年7月までの、1年間の取り組み結果を説明し、今後の対応や課題について
協議した。



し
ゅ
う
な
ん
議
会
だ
よ
り
N
o.73

令
和
3年
2月
15日

発
行
　
発
行
／
周
南
市
議
会
　
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
〒
745-8655

周
南
市
岐
山
通
1-1

TEL.0834-22-8503
http://w

w
w
.city.shunan.lg.jp/site/gk/　

■　インターネット議会中継■　議場での傍聴時における新型コロナ
　ウイルス感染予防対策について

■　ケーブルテレビ議会中継

本会議の生中継と録画放送をインター
ネットで配信しています。
録画放送は、本会議の3～4日後から視
聴できます。
※スマートフォンからも視聴できます。

インターネット
議会中継

本会議の様子を生中継します。
一般質問については、CCS・メディアリンク・Kビ
ジョンで再放送を行います。

ケーブルテレビ
放送日程

市議会からのお知らせ

※本会議・委員会は、午前9時30分から開催します。
（土・日・祝日は休会です。）

※日程の変更は、市議会ホームページでお知らせします。

■3月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

2/22 23 24 25 26 27
本会議
（初日）

常任委員会
予算決算委員会

予算決算
委員会

　

28 3/1 2 3 4 5 6
本会議
会派質問

会派質問 会派質問 会派質問 常任委員会

7 8 9 10 11 12 13
予算決算
委員会

予算決算
委員会

予算決算
委員会

14 15 16 17
本会議
（最終日）

議場内の換気や席数の制限など、市議会で取り
組んでいる感染予防対策については、日々状況
が変わることから随時ホームページでお知らせ
しています。
※傍聴される際は、マスクの着用と手指消毒を
　お願いいたします。

周南市議会
トップページ

（再々放送は、CCS・メディアリンクで放映）

委員会の様子を録画放送します。
２時間程度にまとめた番組を録画放送し
ます。

インターネット ケーブルテレビ
本　会　議
（生 中 継） ○ ○

本　会　議
（録画放送） ○ △

（一般質問のみ再放送）
委　員　会
（生 中 継） 放送はありません

委　員　会
（要約放送） 放送はありません ○

企画総務委員会 徳山動物園リニューアル基本計画の見直しについて
　12月7日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆　地域振興部　動物園の説明（要旨）◆
　徳山動物園を取り巻く環境の変化に対応するため、展示計画はトナカイやオオカミなどの実現可能な展示動物
種に合わせた施設計画に見直す。
　運営計画は、飲食物販施設への民間活力導入を検討し、園運営における経営計画において飼育部門と管理部門
の在り方を検討する。また、非接触型ゲートの導入による感染症対策や、日陰やミストの設置による熱中症対策
を進める。
　施設計画は、繁殖に必要な環境整備や生態展示、ユニバーサルデザインへの対応などを検討するほか、バック
ヤード機能や体験プログラムの充実等、施設の充実に取り組む。
　この他には、公園緑地として、ＳＬ機関車を生かした南側エントランスや、オーバーブリッジの整備等による
景観づくりに取り組むとともに、防災機能の強化として、防災かまどベンチ、照明サイン等を整備する。
　変更後の事業計画では、令和14年度の整備完了を目指す。これに伴う概算事業費は、当初計画では約50億円
としていたが、変更計画では約70億円を見込んでいる。
問　ネーミングライツは、取り入れないのか。
答　園全体の募集や、エリアごとの募集という考え方も
ある。徳山動物園という名前を残してきたことも大
切にしながら考えたい。

問　約70億円の概算事業費は、既に決定されたことか。
また、各年の予算額は。

答　最終的にはパブリックコメント等を行い、決定する。

事業費は単年度1億円〜3億円程度。整備がピークを
迎える令和8・9年度は、7億円〜8億円程度の見込み

徳山動物園

である。
問　今後、計画を5年ごとに確認しながら進め
る考えは。

答　その都度、計画の見直しを図り、しっか
り説明していきたい。

問　アドバイザリー業務を行う業者の選定方法と、選定時
期は。

答　公募型プロポーザル方式を検討しており、今年度中に
は決めたいと考えている。

問　施設利用に当たり、周南市民の優位性をどのように考
えているか。

答　要求水準書の中にどう入れ込むことが可能
か、法的なことを踏まえ、慎重に対応したい。

問　事業費の総額の想定は。
答　現計画における導入可能性調査では約97
億円と見込んでいるが、計画の変更もあり、
はっきり申し上げることはできない。

周南緑地体育施設
整備等手法検討
調査業務結果


